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序文

鈴鹿山系から流れ下る野洲川は、流域に広大な沖積平野を生み出し、そしてそこに生活す

る人々は太古の昔より、この川の恩恵や脅威を様々なかたちで受けてきました。

川の恩恵を受けるという点では、服部遺跡の弥生時代前期の水田跡などからうかがえるよ

うに、潅慨水利を発達させ、肥沃な平野を利用して、この地では早くから稲作文化が栄えて

いたようです。また、川の脅威という点では、市内各所に多くの洪水の痕跡や被害による伝

承、記念物を見ることが出来ます。古くより「水を治める者、国を治める」と言われますが、

この平野の長い歴史はまさに水との戦いでもあり、治水の歴史であったといっても過言では

ないと思います。

今回､報告しました下之郷遺跡は､今から昭和55(1980)年に発見された巨大な環濠集落で、

これまでに進めてきた調査で2100年以上前の村の様子が少しずつ明らかになってきていま

す。村の周囲には何重もの大きな堀のような溝が掘られていますが、この溝の一つの役割は、

やはり野洲川の洪水からムラを守るということでもあったということです。

先人が残してくれた文化財は、現代に生きる私達だけでなく、子々孫々にまで伝え残さね

ばならない貴重な財産であります。この大切な文化遺産を保護し、永く後世に伝えていくた

めに、私ども一層の努力を‘惜しまない所存ではありますが、同時に広く市民の方々の文化財

に対する深いご理解とご協力を得なければなりません。今回の調査成果が､まちづくりにとっ

て、また教育活動にとって、寄与するところがあれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査の円滑な実施に、ご理解とご協力をいただきました地元の

方々、ならびに関係機関に対して厚くお礼申し上げます。

平成十九年三月

守山市教育委員会

教育長山川芳志郎
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1.本報告書は、平成11'年度の国宝重要文化財等保存整備費補助金で実施した重要遺跡範囲確認調査I

ついて、平成18年度に同事業補助金で調査報告書を作成したものである。

2．現地調査および整理調査は、守山市教育委員会で実施した。

3．調査体制は、以下のとおりで実施した。

（平成12年度）

教育長川端弘

教青部長山中憲三

生涯学習課課長金森’悦雄

同課参事山Ill奇秀二

同課主任川畑和弘

(平成18年度）

教育長

教育部長

教育次長

文化財保護課課長

同課主任
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現地調査および本書の編集は、川畑が担当した。

本調査にかかる図面・写真・出土遺物は、守山市立埋蔵文化財センターに保管している。

出土遺物の写真撮影は、寿福滋（寿福写房）に依頼した。

本書で使用した土色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帳jに準じた。

測量基準点は、平成10年5月26日に下之郷町に設置した3級基準点をもとにした。

(『下之郷遺跡第25次発掘調査基準点測量成果簿』）

調査に参加頂いた方は、以下のとおりである。（順不同）

(現地調査）岩田正彦､柴田聡､島田泰子､土山博子､羽橋貴子､林益代､宮本貞夫､山口弥生､山田治．

山田栄、湯口久美子

(整理訓査）岸井紀子、藤森真奈美

本調査については、文化庁記念物課の坂井秀弥調査官、禰宜田佳男調査官、滋賀県教育委員会の大沼

芳幸主幹の指導を得て実施した。

現地調査にあたっては、宮本長二郎（東北芸術工科大学)、佐原虞（故人)、丸山竜平（名古屋女子

大学)、都出比呂志（大阪大学）布谷知夫・宮本真二（滋賀県立琵琶湖博物館)、河角龍典（立命館大

学）各氏のご協力を得た。

現地および整理調査にあたって上記以外にも地権者をはじめ過跡周辺の方々の、ご協力を得ることか

できました。記して感謝いたします。
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図1守山市と下之郷遺跡位置図

（周辺の弥生時代集落遺跡）



I位置と環境

1．下之郷遺跡の位置と概要

守山市は滋賀県の東南部に位置し、琵琶湖の南東岸に面した平野部を占める。市域は一級河川野洲川が

形成した沖積地で、山丘が無く、琵琶湖が海抜85m前後、市域の東端で約106mの標高であることから、

ほとんど平坦地であると言える。市域は東西約6.3km、南北約10.9km、面積はおよそ44kniを測る。東か

ら西に傾斜する扇状地性の地形をなし、人口は東の市街地に集中する傾向がある。近畿の経済圏にあり、

京阪神からの通勤時間が約1時間という距離から昭和60年代頃からベッドタウン化が進み、住宅を中心

とした開発が著しく、平成16年には人口が7万人を越えることとなった。守山市内には縄文時代から近

世までの遺跡が広く分布し、現在148か所が確認されている。縄文時代早期には琵琶湖湖底遺跡である赤

野井湾湖底遺跡が確認される他、中期から後期の集落跡（経田遺跡、下長遺跡など）が13か所、晩期の

遺跡（服部遺跡、岡遺跡など）が9か所で確認されてきている。縄文人の足跡を認める琵琶湖周辺の平野

部の中では最も遺跡数の多いところと言える。一方、弥生時代には、弥生前期から後期までの遺跡が25

か所で確認されている。弥生前期の遺跡では、突帯文土器が弥生土器と共伴する遺跡として、服部遺跡、

小津浜遺跡などが平野の中でも比較的低位な場所（三角州帯）に誕生する。弥生前期中段階の土器を出土

する遺跡には服部遺跡、新段階には赤野井遺跡、赤野井浜遺跡などが湖辺部に、そしてやや内陸の自然堤

防帯には中島遺跡が展開している。それから中期になると寺中遺跡、下之郷遺跡、播磨田東遺跡、ニノ畦・

横枕遺跡、山田町遺跡などが湖岸から離れて内陸部扇状地末端部に展開をはじめる。これら中期の集落は

畿内第Ⅱ．Ⅲ様式期に最盛期をもつ寺中遺跡をのぞき、全て環濠を備えているのが特徴といえる。中期の

集落のもう一つの特徴は、同じ場所に長期間継続して集落を営むことはせずに、短期間に移動するという

現象がうかがえる。それは（Ⅱ．Ⅲ様式）寺中遺跡→（Ⅳ様式前・中葉）下之郷遺跡→（Ⅳ様式中・

後葉）播磨田東遺跡／（Ⅳ様式後葉）ニノ畦・横枕遺跡／（Ⅳ様式後葉）山田町遺跡という集落の動

きが確認できる。合わせて興味深いのは、下之郷遺跡では竪穴住居が一棟も確認されておらず、高床建物

や壁立式建物で構成されていることである。その後続集落である播磨田東遺跡やニノ畦・横枕遺跡では、

ほとんどが竪穴住居で構成されている点である。一般に民族事例をひも解いてみても同じ部族の集団が先

祖から引き継いだ居住形態を放棄することは珍しく、その断絶の背景については何らかの歴史的解釈を用

意していかねばならない。集落と墓域の関係では、下之郷遺跡の場合、一所に造墓するのではなく、確認

されているだけでも周辺7か所（酒寺遺跡、八ノ坪遺跡・吉身西遺跡2か所・金森東遺跡・石田遺跡・今

市遺跡など）に分散して認められる。そのあり方は一辺約6～10m程度の方形周溝墓が2列配置で列状

に連結して営まれており、全容が把握されている墓群はないが少なくとも十数基、多ければl墓群50基

を越える可能性が高い（図3)。そして弥生時代後期になると中期の集落から離れた場所に小集落として、

酒寺遺跡、吉身西遺跡、金森束遺跡などが形成される他、大型建物を多数配置する拠点集落、伊勢遺跡が

扇状地上に成立する。以上述べてきたように弥生遺跡の立地は、前期の湖岸周辺から後期の内陸部へ進出

するという傾向を認めることができる他、前期の比較的早い時期から水田稲作を導入し、河川を利用した

水田開発が行われていったことが知られる。しかし、野洲川下流域平野全域に定住集落が展開するように

なるのは古墳時代に入ってからのことで、特に扇状地の水田開発となると古墳時代中期以降に降る可能性

が高いと考えられる。

－1－



‘ノ／§・／ノノ，，，』ノノノノ，／/¥ノ／ノノﾉﾉノノノノ
／･ﾉﾉ

~プu.

綾
《§

〕 蕊霧灘
"万ダ

rf'
グEロー
曲げ

秘

蕊詮｡鰻 :縦

途

鑑識
“

蝋
,，>'ジ,が"i” 〃

猫 試繍婆､侭I終

難
21識 ｼ〃

霞》ハや

、苓勤

；
鍵敷蕪

〃言
ノ

'1竺影恩
K㈱●

｡－侭HG

<j〃′ミ

ご”

識韓 蕊
一
己
■
一
戸
一
一
〕
一

４
夕
〃
イ
⑤
珂
気
０

，

ノ
ノ

グ

ゾ
ノ
ノ
今
／
ノ
ノ
ノ
／

〃

ず
．
ノ
ノ

／

〃
』
ｈ／
〃
恥
画

、
．
砦
、
ｏ
ｂ
Ｄ
ｏ
・
輔
口
℃
ｑ
Ｇ

も
●蕊

識
'》／，、

ﾒ､＝ 妙
鞠

､翁6

番
‐､ゴー

マ

コ亨8
勺

/f＞

聴く 、、
、〉
、
‐、

、，噺

遮ﾉ'｡』、、〃&

ﾉ'，認噂〃

今電ﾐーｺ
、

淀

鶴
｡”．

'//
ノ含ノ

ﾉ

ﾉｰ、/、
－人

図2下之郷遺跡全体図
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2．調査履歴と経過

下之郷遺跡は野洲川下流域平野の中央部にあり、地形分類上の扇状地末端部分に位置している。これま

でに60次以上の調査が進められ集落の様子が除々に明らかになってきている。これまでの調査の起点に

あたる第1次調査は、1980年の公共下水道工事に伴う立会調査で、溝状遺構と柱穴から弥生時代中期後

葉の土器と磨製石雛が検出されたことにはじまる。その後は、各種開発に伴う発掘調査が行なわれること

となる。1983年には都市計画道路建設にかかる発堀調査で、遺跡の南西側で幅約5～7m、探さ約1.5m

の大瀧が10m間隔で3条並行した状態が検出され、その大瀧3条を挟んで北東側においては大小の土坑

や柱穴が密集した状態で検出された。また第4次調査では、前年に検出された大溝の延長に想定される場

所で新たに大溝が確認され、環濠集落として確実視されることになった。1987年の工場増築に伴う発掘

調査では3条の環濠とさらに外側に3条の大溝が検出され、その環濠の一部に柵（杭列）のあることがわ

かった。さらに1989年の第14次調査でも3条の環濠が検出され、大量の土器や石器とともに木製の父の

柄が発見された。

転機となったのは、1994年に行なわれた現下之郷町里中道における下水道工事の立会調査である。こ

の調査は、地下約2mに下水管を埋設する際に遺構を確認していくものであったが、これまで把握されて

いなかった環濠集落の北側環濠の位置を確認することができた。その結果3条環濠がめぐらされた範囲は

南北径で260mとおさえられることとなった。1996年に行なった23次調査では、3条の環濠が検出され、

その最も内側の環濠から埋立てて造られた集落の出入口が発見された。出入口は、柵や門で堅固に護られ

ていて周辺から銅剣や磨製石剣、弓、石雛などが多数出土し、弥生時代の戦いの痕跡を如実に語る場所と

して評価された。ここまでの調査で環濠集落の範囲がおよそ推定されるようになったが、北東側の環濠周

回位置については判然としていなかった。それは、1993年に実施した隣接する酒寺遺跡の発掘調査で下

之郷遺跡に近い位置で、幅4m前後の溝が複数並行する状態で検出されていたが、下之郷遺跡で検出され

ていた本来的な3条の環濠のあI)方（幅3～4m、深さ1.5m前後）ではなかったため、やはり下之郷遺跡

の環濠であることの判断は保留せざるを得なかったからである。その後、1998年の25次調査で本来的な

3条の環濠の外側にさらに3条の大溝が見つかったことで、遺跡の東側には3条の外側にさらに複数の環

濠が掘削されていることが確実となった。また酒寺遺跡の調査で検出されていた大溝が25次調査の溝に

繋がることが判明し、結果的に遺跡の東側には8～9条の環濠が掘られていることがわかった。この成果

から9次調査の外側の3条の溝も環濠と理解することが可能となった。

環濠内部の調査は、これまで小面積を点的に行なってきたが、27次調査では中央部を面的に広げるこ

ととなった。検出された遺構には井戸や土坑、壁立式建物、区画溝が密集する状態で検出されたが、な

かでも集落中央部で見つかった南北に延びる区画溝は集落の中枢施設を取り囲む方形区画の一種と考えら

れ、その後の確認調査の重要課題となっている。重要遺跡範囲確認調査は、この25，27次の調査と史跡

化への取組みを契機にして周辺の適構分布と環濠集落域の把握を目的に平成10年度から実施していくこ

ととなった。29次、31次調査と平成11年度に実施した34次、35次、37次、39次の確認調査は下之郷

遺跡の東側環濠の位置を把握することに目的がおかれ、3条環濠の周回する推定ラインがおさえられた。

国の史跡指定は、これら確認調査成果をもとに下之郷町土地権利者への説明会を繰り返し、平成13年度

より指定同意取得に入り、同年8月に指定申請、翌年3月に国指定遺跡として官報告示がおこなわれた。

その後も遺跡内外で範囲確認調査を進めていくこととなっているが、大きくわけると2つの調査成果が

挙げられる。一つは､集落の西側で3条環濠の外方でさらに居住区と環濠が検出されたこと。もう一つは、

集落内部で区画溝と大型建物が複数棟、配置されていることが判明してきたことである。
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表1下之郷遺跡調査年譜

調査原区 調査地番 調査(開発)面ポ 概略および備考

下水道 北黒田 － 3か所中2か所が下之郷遺跡範囲〆

下水道 曽々芽 － 調査時は吉身西遺聞

都市計画道路 南黒田 約2160ir 3条の環濠、調査時は吉身西遺＆

個人住柔 平川端707‐ (500㎡ 3条の環協

個人住室 井上631-' (455㎡

個人住隼 シノ194-10 約270(330)江 鱗・土坑・流路、下之郷遺跡範囲ﾀI

個人住宅 井上 (250㎡ 土坑．ピッ

個人住髭 下鎌田646.1. (370㎡･400、 下之郷遺跡範囲外、2地焦

個人の車庫 北黒田 約19(80)iTi 柱穴、瀧2芽

工場増詔 上黒田701 約1.600n 3条の環濠、櫛、土坑、鳥形木製侭

個人住宅 シノ198~4 559m

個人住宅拡張 金影610-（ 160(381)m 環簡

店舗 皆似 (230㎡

個人用物置 橋本61（ (150㎡ 剛

個人住室 シノ192-4 (797㎡ 下之郷世跡範囲ﾀ’

事務所・控室 上黒田 約400㎡ 3条の環濠、識、土坑、父の岬

農用倉庫建築 井上631-. 298n 土坑、瀧、掘立柱建助

店舗用駐車場 井上635.（ (165㎡I 溝、土坑、柱病

共同住宅 金影611-1仙 制

事務所建築 見田210-1 約100rri 溝、土坑、柱流

公共下水道 橋刻 1,450m 環濠、土坑、柱慌

i建築 北黒田673-’ 約30(363)m 土坑、柱流

公 I-水道 幸徳庵325ft 2,040m 北側の環濠3芽

個人住宅 シ／ 約900㎡ ~ド之郷遺跡範囲ﾀI

司住宅 下鎌田647ft 約230㎡ 下之郷遺跡範囲ﾀ’

司住宅 皆〃 約300㎡ 調査時は吉身西遺跡72沙

宅地造成 橋刻 約1,200it 3条の環濠と建物群、銅魚I

膿用倉庫 見田 110ni 溝、土坑、柱寅

道路側淵 14IT 土坑、柱穴

都市計画道路 見B 約2.300it 6条の環溌、壁立式建物、木偲

下水道工事 北黒田 一 環溌

都市計画道路 北黒田671」 1,800n 区画制

確認調査(重 北黒田67 40㎡ ｢報告書I.

店舗 見田210‐ 1.241n 3条の環濠と盾「報告書I

個人住宅 橋本622 約457㎡ 環濠「報告書I」

確認調査(重） 見田215 1.157m 高床建物と壁立式建物「報告書I
個人住宅 北黒田634 590ni 1条の環濠と壁立式建物「報告響I
共同住宅

確認調査(重）

店舗建築’
確認調査(重）

皆広640-3

シノ204~1

見田217ｲI

見田218-1.2

シノ202‐

850m

400rri

500ni

250ni

500iri

5条の環濠「報告書Ⅱ」

4条の環濠「報告書Ⅲ」

2条の環濠「報告書Ⅲ」

2条の環濠「報告書Ⅲ」

2条の環濠「報告書Ⅲ」
個人住宅 北黒田676‐ 477㎡ 溝、柱穴「報

確認訓査(重） 平川端705‐ 400n 1条の環濠「報告書Ⅲ
確認調査(重） 井上635- 250n 溝、柱穴「報告書Ⅲ」

個人住宅(立） 幸徳庵24C 10㎡ 環濠「報告書Ⅲ」
宅地造成 上門田539-］ 3,986㎡ 外周環濠の一部「報告書Ⅲ‐
確認調査(重） 橋本615-3.2 60㎡ 環濠「報告書Ⅲ」

確認調査(重） 井上632-1 600it 区画減、大型掘立柱建物＊本書に報告
共同住宅 北黒田67“’ 580n 区画溝、井戸＊本書に報告

宅地造成

共同住宅

久戸504-：

上門田544‐

1,900㎡

約951it

外周環濠、壁立式住居

外周環濠の一部

共同住宅 上門田543‐ 991it 外周環濠の一部
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平面調査 共同住宅

確認調査

~平面調蚕1
平面・本掘

確認調査

司住宅

確認調査

平面調査

~平面調蚕司
平面調査

確認調査

確認調査

個人住宅

認調査

平面調査 確認調査

平面調査

平面調査

個人住宅

確認調査

整備前調査

久戸507-1 982m 外周環濠の一部

久戸291 J20m

皆肱 174唾 集落内、井戸

上門田546‐ 1.090rri 方形周泳塁

皆広643- 約1000rri 環濠の一昔’

皆広640-1 約400rri 環濠の一苔’

井上631-1 1700rri 建物、区画溝

金影610-4.-;; I200rri 環濠3条

見田208‐ 1300rri 環濠の一皆’

井上63〔 I1.200it 建物、区画満

シノ204‐ 400rri 環濠3条

シノ2041 215ni 環濠の一苔’

シノ201-1fit 約3,000㎡ 環濠6条、掘立柱建〃

前者については、平成12年度の確認調査（42次）で、これまで弥生時代の遺構がないと考えられて

いた地点で環濠や住居、井戸跡などが検出された。さらに46次では、これまでの西側3重環濠の外側約

250mの地点で2条の環濠と内側で井戸や壁立式建物が発見され、3条環濠の外側にも居住域が設けられ

ていることが判明した。そして、平成13年度に実施した47．48次調査でも環濠の一部や通路などが確認

されている。これらの3重環濠より外側の環濠については、外周環濠＝すなわち3重環濠帯を「内濠」と

呼称するのに対し「外濠」という用語を使用し、同心円状に二重構造になっている可能性が指摘できる。

グ零

蕊
篭 蕊

鱗！蕊 鍵
蕊球喜:身

蕊蕊謹 …＝私＝ 鍵蕊雲蕊
図3下之郷遺跡と周辺遺跡（下之郷遺跡の邸境と墓の位i尚）
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しかし、東側に立地する3重環濠に対し、別個の居住空間を想定し分l!皮して囲んだ集落域とみる考え方

も現状では考慮しておく必要がある。これまでの調査成果をもとに遺跡全体の規模を考えると、東端から

西端までの距離は約670m,南北が約460mで面積はおよそ25haにもおよぶことが推定されるようになっ

てきている。

そして、後者の成果については、27次調査で検出された南北溝に関連して、平成10年度に実施した32

次調査で南北と東西に伸びる区画溝と壁立式平地住居が検出された。平成13年度に実施した44次訓査で

は、床面積が55㎡を超える独立棟持柱付大型建物が発見されるとともに東西に伸びる区画識が確認され

た。その時点での大型建物の集落内での位置づけは「首長が儀式やまつりをおこなう場所」「集会所」「ム

ラ全体の共同倉庫」などの意見が出されるとともに、その建物は中心地域に（方形区画）の北西一角に位

置する建物の可能性が指摘された。しかし、その後、平成17年に実施した55次調査では、44次調査で

検出された建物のさらに北側で整然と方位を合わせて並んだ掘立柱建物が3棟発見され、また平成18年

度に実施した44次調査の南側（58次）でも方位を揃えて並ぶ建物と、別の方位軸をもつ掘立柱建物など

が5棟以上検出され、集落内部の建物構成は非常に複雑で、時間経過とともに変容していく様が窺えるよ

うになってきている。現時点までの集落中央部の調査では、建物の分布や櫛成をあらかじめ平面で把握す

る確認調査で止めているため、詳細な年代把握や建物の構造、変遷は今後の調査で明らかにしていかねば

ならない｡ただ、丸い環濠集落の中の一所に四角く満で囲んだ場所を設け、その内部に集落やその地域全

体を体現するような建物を設ける、いわゆる方形区画のモデル的な様相とは異なった空間が展開している

ものと考えられるようになってきている：

『守山市文化財調査報告書第38

(下之郷遺跡関連参考文献）

山崎秀二1990「野洲川下流域遺跡群の構造」「守山市文化財調査報告書雰

守山市教育委員会2001『弥生のタイムカプセル下之郷遺跡』

守山市教育委員会2003「弥生のなりわいと琵琶湖－近江の稲作漁労民一』

守山市教育委員会2004『下之郷遺跡確認調査報告書IJ

守山市教育委員会2005『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅱ』

守山市誌編さん委員会2005『守山市誌考古編」

守山市教育委員会2006『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅲ｣

－6－
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Ⅱ調査成果 秘言

狩1．第44次調査の成果

(1)調査地守山市下之郷町字井上

632-1番地

(2)調査期間平成12年10月18日

～同年12月28日

(3)調査面積約600㎡

(4)担当者川畑和弘

＜ここら褐。

(5)調査経緯と方法

第44次の調査は、環濠集落の内部の中央から

やや北西にあたる場所について、重要遺跡範囲

確認調査を実施した。調査の目的は、平成11年

の都市計画道路建設に伴う発掘調査（第27次）

の際に、南北に延びる溝と「Lの字」に折れ曲

がる溝とで区画された場所が発見されており、

それらが集落内部の重要建物群を区画した、い

わゆる方形区画の可能‘性があるため、事前に地

形判読などをした後（Ⅲ付章参照）当地の確認

調査を実施することとした。

調査は、重機（バックフォー0．4㎡）にて表

層土（耕土）を除去すると、ただちに黄灰色極

細砂質シルト土をベースとした遺構面が検出(約

30cm下位）され、無数の柱穴が確認できた。遺

構の検出作業は、重機と人力を併用して行い、

面的に遺構の広がりの確認を進めた。調査区の

中央部では、特に柱穴の密度が高い場所があり、

規格の揃った柱穴が並んでいたため、掘立柱建

物の存在が察知できた。調査区全体の検出作業

が完了した後に、平板測逓で1/50縮尺の平面図

を作成し、検出された柱穴や溝状遺構の配置と、

柱穴の規格や柱穴に充填された土砂の色調、粒

度に注意しながら、あらかじめ遺構の種類や平

面プランを復元想定し、それを検証するため一

部、遺構の断ち割り掘削を行なった。今回の調

査は、集落内部の建物や満の分布や配置、構成

～／
酷
】
－
－
砥
‐
レ
イ
３

図4第44次調査全体図
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図5第44次調査位置と周辺遺構図
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を把握することに主眼をおいたため、詳細な年代把握、遺構変遷の決定については課題を残しつつも、

全てを発掘することはせず、平面測量図を完成させた後は、現地説明会を開催（一般公開）し、その

後、埋め戻し旧状（地下保存）に還した。

(6)検出遺構

遺構検出は、現耕作土の直下約25～30cmにある黄灰色極細砂質シルト土の上面で行なった。遺構

の密集度は非常に高く、溝、土坑状遺構、柱穴などが検出された。遺構に充填している土は、微妙な

色調の違いはあるものの、そのほとんどは褐色系の極細砂～シルトの土壌である。

SB4401(4401A～4401F)

SB4401は、調査区中央やや束で検出された梁間l間タイプ、南北軒の掘立柱建物で、同じ場所で

少なくとも5回以上の建て替えが想定される。平面検出と一部断ち割り調査から言えることであるた

め、推定の域をでない部分もあるが、今後の検証課題としての意義をもつため、ここでは現時点で判

断された内容を以下に記述しておく。

SB4401A

l間×3間（梁行2.6m×桁行8.3m)で細長い軒の掘立柱建物で、柱径は25～35cm程度の小ぶ

りのものを使用したと考えられる。一部半裁した結果、柱は深さが25～30cm程掘り込まれている。

高床式か平地式かは判然としない｡建物の軸は真北より13度西に振る。雨落ち溝や区画溝を伴わない。

床面積は21.5㎡である。

ざ＆

C
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図6SB4401A平面図
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SB4401B

1間×6間（梁行3.9m×桁行14.2m)、床面積が55.4㎡を測る長大な掘立柱建物で、柱径が25~

30cm程度の丸太を使用し、深さ70～80cmまで柱根を深く地中に掘り込んでいる。建物東側柱の並

びを掘削確認したが柱根は残存していなかった。梁間1間の中心軸外側に60cm程離れて棟持柱を備

えた高床式建物の可能性が高い。建物の軸は真北より約14度西に振る。周囲に区画溝を伴わない可

能性がある。SB4401のA棟～F棟の中では最も規模が大きい建物である。柱穴の埋土から弥生中期

の土器破片が少量出土している、実測できるもの(P27出土：図1444029～44033)を掲示した。

/令皇
多彦

5託？/z2

上 ／
（
〃
〕
Ｅ
○

一
○

α
○

一一画一

r↑封
e－l 9－

○

○長

P27農へeg－

の
㈱

〃

一

5m

図7SB4401B平面図

SB4401C

l間×4間以上（梁行3.9m×桁行9.4l間×4間以上（梁行3.9m×桁行9.4m以上)、床而稚が36.6㎡を超える掘立柱建物で、さらに南

側に広がる可能性がある。独立棟持柱を備えていた可能性が高い。側柱の径が30cm以上の丸太を使

用し、深さ約50～8()cmまで柱根を掘り込んでいる。建物東側柱の並びを半裁し柱穴内部を確認し

たが柱根は残存していなかった。SB44()1B棟に比して径の太い柱材を使用しているが、根入れの深

さはやや浅い。建物の軸は真北より約15度西に振る。周囲に区画溝を伴わない可能性がある。
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SB4401D

l間×4間以上（梁行4.6m×桁行6.9m以上)、床面積が31.7㎡以上の掘立柱建物である。側柱の

径は20cm以上の丸太を使用したものと考えられるが、断ち割り調査をしていないため、詳細は不明

である。建物の軸は真北より約14度西に振る。周囲に区画溝を伴うかどうか、棟持柱を持つかどう

かは判然としない。
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図9SB4401D平面図
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SB4401E

1間×4間以上（梁行4.3m×桁行8.3m)、床面積が約35.7㎡の掘立柱建物である。側柱の径か

20cm以上の丸太を使用し、深さ30cm程度まで柱根を地中に掘り込んでいる。建物の軸は真北より約

13度西に振る。周囲に区画溝を伴う可能性がある。棟持柱を持つかどうかは判然としない。

兎程

△／縦 SDW440

－ －a

』一一‐÷一

言卜･ッ
一一一一一

日ーソ

静 電
罰e－I－ 塁一

○

S4401

恥〃へぺ.〃

eg－
ごノ

了わ
軒

SDE4401

図10SB4401E平面図

SB4401F

1間×4間以上（梁行3.7m×桁行8.8m)、床面積が約32.5㎡以上の掘立柱建物である。側柱の径

が20cm程度の丸太を使用したものと考えられるが、断ち割り調査をしていないため、詳細は不明で

ある。建物の軸は真北より約12度西に振る。周囲に区画溝を伴う可能性がある。棟持柱を持つかど

うかは判然としない。

銭 雨程

凧
Ｃ
側

SDW440上 W4401

。
ツ

ー
１
１
１
帥
－
１

K-二二ニラ

e一

○三

6､意

ぐ運_ノ

わ
蹄 5m

SDE4401

;>l. 図11SB4401F平面区
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94．5『T

SDN4401断面図

6

SDE4401断面図
94.＆11

SDN4401断面

1,瓜褐色10YR3/2シルト
2.灰黄褐色10YR4/2シルト
3.瓜褐色10YR3/1シルト

4.灰黄褐色10YR5/2極細砂まじりシルト
5.灰黄色2.5Y6/2シルト

6,灰黄色2.5Y7/2シルト

7.灰賃褐色10YR5/2シルト（炭が少しまじる）
8.凪褐色10YR3/2種網砂まじりシルト

SDE4401断面

1.褐灰色7‘5YR4/1
2.瓜褐色10YR3/1
3,灰黄褐色10YR4/2
4.灰黄色2．5Y6/2

5.灰黄色2.5Y6/2
6,灰黄禍灰色10YR4/2

7,灰白色5Y7/2
8‘灰黄褐色10YR4/2
9.褐灰色10YR6/1

極鏑砂まじりシルト

しると

極細砂シルト
シルト

シルト

シルト

極廻砂まじりシルト
シルト

シルト

＝ 子
-94.8m

SDW4401断面図

SDW4401断面

1.黄褐色2.5Y5/4
2.黒褐色10YR3/2
3.黄灰色2.5Y6/1
4,鈍い黄色2.5Y6/3

極細砂シルト
シルト

極細砂まじりシルI

種釦砂まじりシルI

1m

信 一一一

図12SB4401関連遺構断面図

SB4402(4402A～4402B)

SB4402は、調査区南西端で検出された梁間l間タイプの東西軒の掘立柱建物で、同じ場所で少な

くとも2回以上の建て替えが想定される。平面検出で留め、断ち割り調査は行っていないため、建物

の詳細については言及できない。推定の域をでないが、今後の検証課題として現時点で判断された内

容を記述しておく。

SB4402A

l間×4間以上（梁行4.2m×桁行10m以上）の長大な掘立柱建物で、柱穴の径は40cm以_このも

のが多い。断ち割りや掘削をしておらず柱径や掘込み深さは不明。また調査区で西側が限られている

ため建物の規格や年代など詳細についても今回は明らかにしていない。建物の軸は東西方位に対して

北に10度程振る。雨落ち溝や区画溝を伴う可能性がある。

、〔

卜好信
且
｜
｜
■
一
一
口 B4402/J

貧SB4402B̂ SP

○
9

一』。
芯
一
一
一
、
一

一
一

6そき7戸

図13SB4402A．B平面図 只兄、
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SB4402B

1間×4間以上（梁行4.2in×桁行10m以上）の長大な掘立柱建物で、柱穴の径は40cm以上のも

のが多い。断ち割りや掘削をしておらず柱径や掘込み深さは不明。建物の軸は東西方位に対して北に

10度程振る。雨落ち溝や区画溝を伴う可能性がある。

(7)出土遺物

今回の調査では、掘削調査を行なっていないものの、遺構検出時に遺構面上や一部断割りベル

柱穴から遺物を採取した。

44002 4400

－＝一一

聖
、

001

44005 44006

,弓王
44010

詔'蒜
44008

7 戸－，戸
44009'4401144007

ア
一
：
義

ｸ、／､ヘノ
○I

玉

、

(/）

二戸 尋
jj
l『

44’44014

44022 4402344021

一

44025 －

－

罫
＝…

－

"-

744030 44029 44028

－

戸
－

－で

4403344032

20cm

44031

図14第44次調査出土土器実測図
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土器（44001～44033）

土器については、図示可能な弥生土器33点を提示してお<o44001～44013までは、SIMlOlの兼

側周溝の埋積土中より出土したものo44014～44024までが、南側周溝の埋積土中より出土したもの二

44025～44028までが、東側周溝ベルト中より出土したもの。44029～44033までが、SB4401B棟の

P27(柱穴）より出土したものである。

表2第44次調査出土土器観察表

－15－

実測番号

挿図
写真図版

44001

図14
図版力

44002

図14
図版力

44002

図14
図版十

“004

図14
図版力

44005

図14
図版力

4400f

図14
図版-f

44007

図14
図版十

4400E

図14
図版力

4400唱

図14
図版-｝

4401（

図14
図版力

44011

図14
図版-I

44012

図14
図版式

4401〔

図14
図版十

4401̂

図14
図版十

4401〔

図14
図版~I

44016

図14
図版十一

44017

図14
図版イ

4401〔

図14
図版1

器種 調査I

T.¥

(津

TA

I

TA

(註

T.¥

1

TA

(睦

T八

(達

TA
(員：

TA

1

TA

!

TA

(：．

TA
（亙．

TA
(1)

TA

(聖

TA

I

TA

1

TA

(確

TA

(1)

TA
!

遺構

SB1101

SDN-J
ベル岸

SBllOl

SDN-l
ベル鼻

SIMlOl

SDN-]
ベル岸

SB!101

SDX-1
ベル串

SBT101

SDN-l

ベル!＝

SB1-101

SDN-l

ベル鼻

SBllOl

SDN-l

ｲ、ルi、

SBllOl

SDN-l

ベルi＝

SB-MO!

SDN-l

ベル単

SB110二

SDN-l

ベル！．

SBllOl

SDN-l

ベル串

SBllOl

SDN-l

ベルi、

SBllOl

SDN-l
ベルI｡、

SB-MO!

SDS-H

検出面

SB-MO!

SDSi

検出面

SB-MO!

SDS-1

検出而

SBllOl

SDS-1

検出而

SB110』

SDS-1

検出面

層位

上而

上11:1

－

上面

上mi

法量

口径:22.()cm
残存高:9.5ar

口径:13.0cm
残存高:3.7cm

IIff.:10.0cm

残存高:3.8cm

口径:;.().()cm
残存高:4.0cm

、篠：不母
残存高:5.(jcm

口径:11.0cm
残存高:6.4cm

口佳:23.2cm
残存高:4.5cm

口径：不明
残存高:2.3cm

口径：不明
残存高:1.8cm

口径：不甥
残存高§2.1en

口径：不戦
残存高:2.3cm

口径：不明
残存高:2,2cm

口径：不明
残存高:2.5cm

口径:10.0cm
残存高5/k.m

口径：不明
残存高：5.,8cm

口径：不明
残存高:l.Ociii

11径：不甥I
雛存高:2.5cm

口径：不戦
残存嵩：2.6cm

形態的特冨

外反してのびる口緑部から
垂血に第2口縁を立ち上げ
る。（右段口縁壷：

外傾して立ち上がる口縁の
先端を内側にやや立ち上げ
る（細頚壷の一種か；

鰯<外反する第1口縁の先
端をやや内傾ぎみに立ち上
げる。（短頚壷

外傾して立ち上がる口縁の
先端を短く、やや内傾ぎみ
に立ち上げる。（細頚壷

外城して立ち上がる口縁の
先端を短く上方に立ち上僻
る｡

直口ぎみに短く立ち上げる
口縁の先端をやや内傾ぎみ
に仕上げる

大きく外反させる口縁の端
部上面と下面にキザミliを
施す宗

大きく外反きせる口緑の端
部上而と下面にキザミiiを
施す

外反して伸びる第1口縁の
先端を外方につまみ出し第
2口縁となす（在地系：

外反する第1口縁から蝿
遮血に節2口縁を立ち上げ
る。（在地系）

外反する第1口縁の先端を
短く屈曲させ第2口縁とな
す（在地系

外反する第1口縁の先端を
短く堀llliさせ第2口縁をほ
ぼ垂悩に仕上げる。（徹地
系）

外反する第1口縁の先端を
短く外方に立ち上げ第2口
縁となす。（在地系）

外伽して立ち上がる第1口
縁の先端を短く内傾ぎみに
仕上げる。（細頚壷)

外反する第1口縁から韮lI1
に鋪2口縁を立ち上げる
(右段口縁壷：

外反する第1口縁からほI
垂直に第2口縁を立ち上I
る。（有段口縁壷）

外反する第1口縁の先端を
短く立ち上げ第2口縁とな
す（在地系

外反する第1口縁の先端か
ら第2口縁を短く立ち上げ
る。（在地系．

手法的特徴

第2口緑外面に2条のlﾘl脈
な凹線文を施す二

口縁端部外面に列点文？を
施す

鱗2口縁外面をナデ仕上げ

口縁端部外面に1条の凹線
文を施す‘

口縁部外面に斜ハケ。内面
は職位ハケ仕上げ《

口縁部外而に斜ハケ。内
は械位ハケ仕上げ

口縁部外面に斜ハケ。内而
は横位ハケ

1521二I縁外面をナデ仕上げ
の後、列点文を施す。第i
口縁内面にも列点文。

第1口縁内面は検位ハケ
上げ－

第2口縁外面は棚ナデ仕上
げ。第1口縁内面には、
ケの後列点文。

外面に斜位ハケを砿ね、蕊
部には櫛状工具で右上りゲI
点文を廻らす。端部にはキ
ザミを施す

ii縁外面をナデ仕上げの
後、外面に波状紋を施す二

第2口緑外面に2条の凹線
文を施す。

第2口縁外面には棒状浮文
と､綾杉状に列点文を施す。

館2口縁外面は横位ハケ。
鋪1口縁下端にキザミを施
す。

第2口縁外面は斜ハケの後
上端を横ナデ。第1口縁内
mには列点文を施す

色調／胎土／焼同

色調:10YR8/1
胎土:1mm大の韮
粒を含む

焼成；良凋

色調:lOVRS1
胎土:1mm大まで頓
石粒を多く含む

焼成：良墳

色調:10VR8
胎土:1mm大までa
石粒をやや含む

焼成：良署

色調:7.5YR8/』
胎土：微石粒を含t
焼成：良蕊

色調:lOVRS
胎土'1mm大まで霞
石粒を合も

焼成：良奥

色調:7.5YR7/;
胎土:1mm大まで頃
石粒をやや含む

焼成：良嘆

色創
胎ゴ

焼圃

色副
胎ゴ

焼何

色謝
胎ゴ

焼M

色訂
胎ゴ

焼Ij

色調:7.5YR7/:
胎土:1mm大まで’
石粒を多く含む

焼成：良舞

色調
胎士

焼成

色調
胎土

焼成

色調
胎土

焼成

色調
胎土

焼成

色調:5VR8
胎土I1mm大の石蔦
を含む

焼成：良ﾘI

鯛
，
１
成

色
胎
焼

色調:7.5YR8/
胎土：微石粒を多
含t

焼成：良歯

7.5YR7/2

1mm大の石荊
を多く含甚
良好

lOYR7/2

1mm大の石蝋
を含t
良好

7.5YR5/2

1mm大までの
石粒を含達
良好

lOYR7/2

1mm大の石％
を含t
良好

7.5YR7/2

1mm大まで‘
石粒を含乞
良凋

10YR7/

1mm大まで‘
石粒を含む
良凋

7.5YR8/i

微石粒を多く含

良凋

7.5YR8/2

1m::.大まで‘
石粒を多く含芝
良紹

10YR7/;

まれに大粒a
石粒を含乞
良撚

備考

－

口縁部1/6～
頚部

口縁部1/8
(磨滅が著しい）

口縁部1/3
～頚部

口縁部;,s

口縁部若干

口縁部1/6－
憾体部若司

口縁部1
～頚間

口縁部若引
“007と同一
個体の可能性
あ

口縁部若引

口縁部若干

口縁部若二

口縁部若二

口縁部若干

口縁部若干

口縁部若干

口縁部若干

口縁部若干

ロ縁部若噌．



石製品(44001s～44033s)

出土した石製品について、実測したものは24点を数える。その中で9点が石雛（5点が打製石雛．

4点が磨製石鎌)、2点が磨製石剣、石包丁の可能性があるもの3点、環状石斧、環石が3点、磨製

石斧3点、喫形石器1点、砥石2点、未製品1点となる。また、図示しなかったが（写真図版十三に

掲載）玉製品の原材もしくは製作残片を9点掲示した。(44()25s～44033s)

鮎ぷ
ふ’

一
一

●
今

少

44005s

44004三 10cm

．一
－－

図15第44次調査出土石製品実測図
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4401

図14
図版十

期
｜
岬
恥
醍

｜
“
酔
醍

44023

図14
図版十一

44024

図14
図版十

4402〔

図14
図版十一

44026

図14
図版十一

44027

図14
図版十一

“
図
028

図版
稗
↑

44029

図14
図版十一

44030

図14
図版十一

44031

図14
図版十一

44032

図14
図版十一

準
区
033

図版
桝
↑

高坪

TA

(壁

T八

(珠

TA

(I)

TA

(茸

TA

(達

TA

(罫

TA
1

TA

(1)

TA

(11

TA

(1)

TA

1

TA

1

TA
(Z：

TA

(I)

TA

(唾

SBllOl

SDS-1

検出而

SBllOl

SDS-1

検出面

SBllOl

SDS-1

検出面

SBllOl

SDS-1

検出面

SBMO!

SDS-l

検出而

SB4401

SDS-1

検出而

SBM01

SDK-!

ベルト

SBllOl

SDK-1

ベル;、

SBT10!

SDK!

ベル酢

SBMO!

SDK-!

ベル幸

SBM011
P-27

SBT1011

P-27

SB4401】

P-27

SB44011

!'-27

SBT101

l'-27

口径：不明
残存高:2.2cm

口径
残存

口径

残存

口径：不甥
残存高:2.3cm

口径：不剛
残存高:1,3cm

口径：不IⅨ
残存高:3.9cm

口径:27.0cm
残存高:2.3ci:

口径：不Iｿ
残存高:2.1cm

口径：不lリ
残存高：27“1

口径：不Iｿ
残存高:8.7cm

口径：不Iリ

残存高:aOcin

口径:25.2cm
残存高:4.8cm

底径:8.0cm
残存高(>.3cm

口径：不Iリ
残存高:1.7cm

口径:15.0cm
残存高2,2cm

不明
:2.2cm

不IⅨ
:1.9cm

外反する第1口縁からやや
内傾ぎみに第2口縁を立ﾅﾆ，
上げる

外反する第1口縁から短く
外方に鋪2口縁を立ち上↓
る。

外反する第1口縁の先端か
ら短く第2口縁を立ち上I
る。（在地系》

外反する第1口縁からほぼ
垂直に第2口縁を立ち上I
る。（在地系）

外反する第1ロ縁から外方
に短く第2口縁を立ち上I
る。

内湾する口縁（椀部）部を
もで

外反する第1ロ縁からほ（
垂直に第2口縁を立ち上↓
る。

屈i'liして立ち上がる「く
の字状口縁蕊。

外反する第1口縁からやや
~上方へ第2口縁を立ち上げ
予

｡｡

外反する第1口縁からやや
上方へ第2口縁を立ち上I
る。（大型在地系）

外反する第1ロ縁からやや
上方へ第2口縁を立ち上I
る（在地系〉

外反する口縁の先端を抑圧
垂下させる

大型有段口縁壷の底部か。

外反する第1口縁から短く
第2口縁を立ち上げる

胴iして立ち上がる「〈
の字状口縁蕊。

第2口縁外面は斜ハケの‘
上端を横ナデ。第1口縁〆
而には列点文

第1口緑内而に斜位ハケそ
残す：

第2口縁外面は斜ハケ。鳶
1口縁内而には列点文

第2口縁外而はナデ仕一
げ。のち櫛描波状文《

第2口縁外面は斜ハケ。一
端而にキザミを施す‘

口縁外面に6条程度の凹淵
文を施す。

第2口縁外面は斜ハケ’
後、柵ナデか。第1『
而には縦ハケを残す頚

縁内

第1口縁内面は横位ハケ面
残す

第1口縁内而には横ハケモ
した後、右上り列点文を伽
す

第1口縁内面は横位ハケ詞
残す

垂下口縁の外面に擬凹線ブ
(3条）をめぐらす。第］
口縁内面には綾杉状の刺多
列点文を施す

口緑端部の上端と下端に呉
ザミをめぐらす

色刷
胎二！
焼’

色訓
胎ゴ
焼励

色削
胎」
焼、

色洲：7.5YR5/;
胎土:1inin犬まで’
石粒を多く含も

焼成：良好

色刷
胎」
焼、

色調:7.5YR8/:
胎土:1mm大まて
の石粒を含む

焼成：良喪

色調:2.5YR4(
胎土:1mm大まて
の石粒を含む

焼成：良聖

色鯛:7,r,VK5.:
胎土：微石粒を多く
含む

焼成：良蕊

色訓:7.5YR8/:
胎土:1mm大のえ
粒を多く含を

焼成：良凋

色胤
胎ゴ
焼圃

色調::AM:^
胎土：微石粒を含す
焼成：良凋

色澗:7.5YR8/:
胎土:1min大の正
粒を、ふくむ

焼成：良舞

色調:5YR8:
胎土:1mm大のえ
粒を含む

焼成：良揮

色調:7...VR7:
胎土:1mm大まで
の石粒を含む

焼成：良轄

7.5YR7/1

微石粒を含む
良卿

7.5YR7/4

微石蝋を多く含む
良凋

7.5YR8/3

徴石粒を多く含む
良好

7.5YR7/2

微石粒を多く含む
良凋

7.5YR7/4

微石粒を多く含畠
良好

5YR7/‘

微石粒を含む
良好

口縁部若二F

口縁部若星『

口縁部若二f

口縁部若了

口縁部若.；

口縁部若二I

口縁部1(

口縁部若予

口縁部若干
(摩滅が箸L
い）

口縁部若干へ
頚部（摩滅力
著しい

口縁部若引

口縁部1/4爺

底部I2:,'!

口縁部若干
(摩滅が著L
い】

口径部1/8副
～頚部（摩瓶
が著しい
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図17第44次調査出土石製品実測図

表3第44次調査出土石製品観察表
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実測番号

挿図
写真図版

44001s

図15

図版十二

44002s

図15

図版十二

44003s

図15
図版十二

44004s

図15

図版十二

44005s

図15

図版十二

44006s

図16

図版十二

44007s

図16
図版十二

器種

打製石鋤

打製石謝

打製石錨

打製石鋤

打製石鋤

磨製石鋤

膳製石鋤

調査厄

TA(I

TA(I

TA(I

TA(I

TA(I

TA(I

TA(I

遺捌

避柵検出、
北側

SB4401

P-l

区画棚

SD-1

SBMO

I'-.X

避柵検出、
西側

遺櫛検出iiii

遮柵検出蕊

層位

検出面」

検出面一

上、

石材

サヌカイI

サヌカイ1

サヌカイ！

サヌカイI

サヌカイI

頁砦

頁箔

長さ

(mm'

16

35‘’

37.‘

28

40

38

47

(mm)

14.

16.1

11．

14.（

30.4

18.

19.1

厚さ

(mm)

3.（

6.：

5.｛

3‘（

10‘（

4.1

;'>,]

重さ

(g

0.〔

2.!:

1．8

14.

3.を

37

備考

平基式無茎の小型の雛。

凸基有茎の雛。先端部破楓。

有茎の錐。

無茎で扇平な雛‘

石器（打製石雛）の製作途上品か？蕊

辺部を両面から剥離させているが1；
辺は喋面を残している．

平基式無茎の錐。両側縁を丁寧に研ぎ
出している

基部を外湾気味に刷平に仕上げた無茎
の錐。



44008s

図16
図版十二

44009$

図16

図版十二

44010s

図16

図版十二

44011s

図16
図版十二

44012s

図16

図版十二

44013s

図16
図版十二

44014s

図16

図版十二

44015s

図16

図版十二

44016

図16

図版十二

“017

図16

図版十二

44018s

図16

図版十二

44019

図17

図版十二

44020s

図17

図版十二

44021s

図17

図版十二

44022s

図17

図版十三

44023s

図17

図版十二

44024s

図16

図版十二

44025s

図版十三

44026s

図版十三

44027s

図版十三

44028s

図版十三

44029s

図版十三

44030s

図版十三

44031s

図版十三

44032s

図版十三

44033s

図版十三

膳製石排 TA(I

磨製石勤 TA1

磨製石* TA(I

磨製石魚’ TA(I

石包丁 TA(I

石包丁 TA(I

石包丁 TA(I

扇斗

石斧
TA(1

環状石奔 TA(I

環状石肖 TAI

環状石欝 TA1

膳製石欝 TA(I

撰形石器 TA(I

砥石 TA!

玉素材 TA(I

砥石 TA(I

偏平片:．

石斧
TA!I

素； TAI

素材 TA(I

石鈍 TA(I

素材 TAiI

素材 I、A1

剥片 TAI

剥片 TAI

剥片 TA(1

剥片 TA(1

北隅側郷

遺構検出零

遺構検出雨

北側

遺撒
検出而

逝椛検出園

北側

遺構検出霞
北側

遺構検出覇
北卿

遺樵検出悶

北M

遺撫検出燕

西側

遺構検出蕪
中決

遺構検出爵

中劣

遺構検出爵
西側

遺構検出爵

中喪

遺樵検出爵

北側

遺椛検出卿

中洪

区画制

遺櫛検出間

遺構検出詞

北側隅めく

り分遣椛

検出面北誤

遺構検出園

北側隅ｺｰﾅ

掘り下げ舟

北側隅ｺｰﾅ

掘り下げ粥

遺構検出霞

SDS-MO

(南側櫛

遺櫛検出軍

検出面

検出面」

検出而

検出、」

上面

表土中

検出面

検出而

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

砂岩

緑色岩

頁岩

砂岩

砂岩

頁岩

－○

頁岩

砂岩

i
緑色凝灰岩I

砂岩

頁岩

石英

水晶

紅簾片岩

石災

碧玉

碧玉

碧玉

碧玉

碧玉

49.4

372

53．2

47．7

222

－

139

254

3(i.l

28.5

－

11.5

35.8 39．7

26.5 22.且

27.3 26.4

122.! l()8.1

37.6 i1fl

30．6 31.9

122.! 54.8

107.2 42．8

80．6 84.5

41.7 19.7

93.2 42．7

36.2 17.4
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3.8

3.2

4.9

119

4.7

5.1

4．3

7．1

31.5

39．7

40.4

23.8

15．6

3廷

8.9

5.1

Lf

9.3

20‘9

6．4

2.2

9．4

527.6

65．7

40.2

353.1

126.1

338.5

21.2

M8.<

8.3

124

6.9

4.7

139.1

17．7

7.6

8.2

0.5

1.I

凸基有茎の大型雛。扇平に磨き上げる
が先端と側縁一部に刃こぼれが見られ
る。

扇平な有茎雛

石剣もしくは石槍の－種か？先端部を

欠損。両側刃部は平滑に仕上げるが先
端には面を残す,

有樋式銅剣を模した磨製石剣。先端、
基部を欠掘。両側刃部を鋭利に研ぎ出
す。

石材の風化が進み破損しているため全
形は不明だが石包丁か？一箇所に穿孔
が見られる

二箇所に穿孔が見られる。44012sこ
同一岩質。

石包丁の可能性あり“

,1縁一部を破損している．

環状石斧の未製品。表襲ともに一部隙

而を残す。

ドーナツ状を呈している環石の破＃
p

nno

MO!7sと同一品の可能性有り。

太型蛤刃石斧の一種。表面を丁寧に解
き上げている。韮部の一部を欠損し･だ

いる『宮，

先端、両側部共に敵打痕を残す

平滑な面を一面確認できる。

膳製石器の二次利用品であろうか、表
襲に二条の擦切状の瀞が2条確認でき
る。

平滑Ⅶを3而もつがその一面にはv字

に挟り込まれた職が残る

使用による磨耗が進んでいる

先端が膳粍し丸くなっている



(8)小結

今回の調査地からは、2棟の掘立柱建物が「ハの字」状にほぼ直角に近い角度で棟の軸を整えて検

出された。2つの建物のうちSB4401は、同一地点で梁間l間タイプの建物が何度も建て替えされて

いる様子がうかがる。また、建物の規模や規格、周囲に溝を付帯しているものと、していないもの等、

それぞれで違う要素が認められるが、棟の向きについては当初の建物を踏襲するかたちで建て替えら

れている。それぞれの建物の年代差や存続時期については、一部の断ち割り調査という現状からして

今回は詳細究明には至らなかったが、溝と柱穴の一部切り合い状況からA棟→F棟へという5回の建

替え変遷を今後の検証仮説として提案しておきたい。

この変遷内容をまとめると、当初A棟は、梁間が狭いl間×3間の小型。B棟は、l間×6間で独

立棟持柱を持つ可能性がある長大な建物。床面積は最も広く発達。C棟は、B棟より床面積がやや小

さくなるが、柱径は他の時期よりも太いものを利用したと考えられるoD棟については、1間×4間

以上で少なくとも床面積は30㎡を超える。E棟は、l間×4間で周囲に溝を廻らせている可能性か

強い。最終時期に想定したF棟は、l間×4間以上で少なくとも床面積は30㎡を超え、周囲に溝を

配置するものと想定した。建物の年代については、柱穴より出土した土器を見る限りにおいてⅣ様式

の前葉にまで遡るものはなく、特にB棟以降はⅣ様式の中葉以降に建てられたものと推定している。

SB4402は、SIMlOlの棟の向きをおよそ90度展開させた東西軸の建物である。今回は断ち割り調

査などはおこなわず、また調査トレンチ枠にも納まっていないため、建物の全体プランや柱の据付状

態など明らかにできなかったが、梁間l間で桁行の長い掘立柱建物という点ではSB4401と共通する

ものが多く、時期的にも、機能的にも相互に密接な関連を持っていた可能性が高いと考えている。

表4第44次調査検出掘立柱建物一覧表

建物番号 規模（梁×桁） 寸法(m; 床面積（㎡ 備裂

l×3（間） 26×8． 21.5

1×6（間 3.9×14.： 55.4 棟持柱あり

1×4以上（間 3.9×9．4以上 36.6以上 棟持柱あり

SB4401

l×4以上（間 4.6×6．9以上 31.7以上

1×4以上（間

1×4以上（間

4．3×8．3以上

3．7×8．8以上

35.7以上

32.5以上

周囲に瀧あ叩

周囲に職あり

1×5以上（間 4.2×10以上 42.0以上

SB4402

1×4以上（間 4．2×1(1以上 42.0以上

－20－



2第45次調査の成果

(1)調査地守山市下之郷町字北黒田

676-2,5番地

(2)調査期間平成13年1月31日

～同年2月29日

(3)調査面積580rrf

(4)担当者川畑和弘

(5)調査経緯と方法

第45次の調査地は、環濠集落の内部の東南隅

にあたる。平成12年9月26日に下之郷町に在

住の北野政行氏より、共同住宅の建築に関する

協議が教育委員会にあった。その時点での下之

郷遺跡は、史跡指定以前の段階であった。建築

計画では、基礎の深さが、遺跡検出面より下位

にあったため、地権者、宅建業者と市文化財保

護課は、代替地移転も視野にいれて幾度かの保

存協議を進めたが、結果的には、現地の確認調

査を実施することを前提とし、調査後に保存層

(盛土）を入れ遺構保存を図るとともに、共同住

宅建築を許可することとした。

調査は、対象地が短冊状に細長いため、全体

を東側と西側の調査区に2分割して実施した。

地下遺構の検出は、重機にて表土（耕作土約

20cm)を除去したのち、人力と重機を併用して、

その下にある淡灰白色士（床土約5cm)を除き、

淡灰黄色の遺構面を検出した。遺構面には幅約

50cm、10～20cmの断面U字の鋤返し溝がスト

ライプ状に認められる部分が確認された。鋤返

し溝に充填された土砂は灰白色極細砂を主体に

したもので､近世以降のものと考えら秘ため、
充填された灰白色の土砂を除去しながら遺構の

検出にあたった。今回の調査では、弥生時代の

遺構の把握を主眼としたため平面で検出した後

は、断割り、掘削調査は一部で実施するにとど

め､記録を取った後は､埋め戻し現状復旧をした。

また埋戻した後、北側の擁壁工事部分について
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は遺構の破損がないように工事立会を行い、一部遺椛に影響がおよぶ部位については掘削調査を実施

した。

(6)検出遺構

遺構検出は、現耕作土の直下約25～30cmにある黄灰色極細砂質シルト土の上面で行なった。同一

面で検出された遺構には、灰白色の砂質土が充填したものと褐色系の極細砂～シルト土が充填した逢

のの2種に大別できた。前者は、近世以降の鋤返し溝や土坑が主体で、後者は、弥生時代の遺構であ

る。弥生時代の遺構は密集度は高く、溝、土坑状遺構、柱穴などである。

SB4501

1間×4間（梁行3.7～b.2m×桁行7.6m以上）の掘立柱建物の可能性が高い。床面積は30㎡を

超えるもので、さらに北側に広がる可能性がある。側柱の径が20cm程度の丸太を使用し、深さ約26

~30cm程、地中に掘り込んでいる。断ち割りを一部で行なったが、建物構造などは判然としなし津

建物の軸は、ほぼ真北もしくは西に2～3度振るものである。建物の軒に沿って両側には雨落ち溝聾：

し<は区画溝とも考えられる溝を沿わせている。

図20SB4501平面図

SH4501

周辺には、南北、東西に延びる満が掘られているが、それらに掘り切られるかたちで検出された壁

立式平地建物。直径約5mの円形で側柱を廻らす。側柱の柱径は､10～20cm程度と小さなものである曇

断ち割りや掘削をしていないため、柱根の深さは不明。屋内主柱は2本と考えられる。屋内土坑もし

くは炉床を中央に備える。床面積は約23㎡である。
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SE4501

井戸口で直径約3m円形素掘りのものと考えられる。断ち割りや掘削をしていないため、規模の詳

細や埋没年代は不詳。ボーリングステッキによる埋積状況等の観察では井戸底は2m以上を測り、内

部に木片や有機質土の堆積が確認された。

SD4501

調査区の西端で検出された溝状遮榊で、幅約50cmを測Iﾂ、L字に屈Illlし北側にさらに延びている。

区画溝の可能性がある。

SD4502

調査地の中央部(TB地区の東端）で検出された幅約1m、深さ約20cmの溝状遺構。調査区南辺

から北辺に向けほぼ真北に掘られている。

SX4501

TA地区SB4501の西側で検出された溝状遺構で、幅約50cm、深さ40cmに細長く延びる部分と土

坑状に落ち込む部分(8X4502)とからなる。SB4501に付属する区画瀧の可能性がある。

(7)出土遺物

第45次調査では、掘削調査を行なっていないものの、検出面や一部遺構の断ち割り、擁壁立会調

査の際に若干の遺物が出土した。

土器（45001～45033）

土器については、図示可能な弥生土器33点を提示しておく。45001～45011は8X4501と8X4502

から出土したもの。45012～45031までが柱穴や土坑から出土したもの。45032.45033が溝状遺構か

ら出土したものである。
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表5第45次調査出士十器観察表
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実測番長
挿図
写真図M

4500

図21

図版十四

4500

図21

図版十四

4500

図2

図版十四

4500

図21

図版十四

4500

図21

図版十四

4500

図21

図版十四

45007

図22

図版十三

45008

図22

図版十三

器種 罰査I

T八

（扉

'1,_‘、

1

TA

1

T八

(I

T八

1

TA

1

T八

(1

TA

(鴎

遺構

SX450

第31̂

SX450
第3便

SX4501
第3区

SX450:
第2区

SX450

第2区

SX450：

SX450

SX450

層位

上胸

上届

上厭

法量

11径:2().0ri
娩仔1軒：2.6m

llffi:イくIリ
猫が尚：28“

l｣雛:17.()ci
残仔高:3,l)cii

am-.4<Iリ
独存IWi：2.8c、

Ii径：不り

碓侮間:2.(>cii

im不:i
投存商:8.1cii

不明

I'.'i:4.8cn

'二1徒：19.5“

残ｲrri:5.0cn

形態的特1

外反する第1「1縁から、（｜
ぼ垂匝に第21I緑を立ち」
げる

外反する第111縁から、l’
ぼ唾Illに鋪211縁を立ちI
げる

外反する第i!i緑から、ベ
や内傾ぎみに鋪211縁を亘
ち上げる

外反する鋪111縁から、や
や内傾ぎみに鋪21:｣縁を動
ち上げる

外反する節!1I緑から、ベ
や内顛ぎみに城2口縁を動
ち上げる

ゆるやかに外灰する第1I胃
縁から、ほぼ鞭liKに第2に
緑を立ち.上げる

ゆるやかに外膜する第1口繍
から、やや内沸ぎみに第2に
縁を立ち上げる

外反する第111縁から、牙
や内傾ぎみに鋪2口縁を三

ち上げる

手法的特徴

第211縁外面は斜ハケの後、＃
ナデ上・下端にはハケ状工』
によぁキザミをめぐらす。第
口緑内miには柚ハケ

第211緑は外面斜ハケの後、‐・
半をつまみ横ナデ第1口縁1k

1111には列点文を施す

第2「I縁端部をつまみ､横ナデ
端而はゆるやかに凹む‘

Mi2II縁上端に凹線文を施（
ている

第211縁は内外Nともに楢ナ
デ仕上げ頚部には列点文を
め<~らす

色調／胎土／焼旧

色,卿：7.5YR7/2

l冶士：微石粒を含も

焼成：良伽

色I側：5YR8/3

胎土'Imin大の石粒を多

く含む

焼成：良伽

色t凋：75YR6/2

胎士：lmm大までの石

粒を含む

焼成：良ウ

色,ﾘi:5YR8/:
胎土：微禰粒を多く含I

焼成：良ウ

色,卿；l()YR8/3

胎土:Imm大の石粒をま

〈含&

焼成：良4

色閥：〈内）2.5YR6/8，

(外）5YR7/；

胎土：微ｲf粒を含t

焼成：良ウ

色,州：7.5YR7/2

胎土：倣石粒を含t

焼成：良畷

色0卿Z5YRS/3

胎上：1mm大の石粒弓

多く含む

焼成：良ウ

備老

口織部1／’

(磯城が牌い：

口職部のみ瀞T
(摩滅が苦しい

口縁部1/7!]

口縁部のみ驚子
(畷減が排しい

口縁部のみ＃

口縁部の‘
若干

口縁部若．
(醗滅が薪I
い

口緑部1/』

～頚淵

(厳賊が雑い：
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45009

図22

図版十三

45010

図22

図版十三

4501

図2

図版十三

45012

図22

図版十匹

45013

図22

図版十四

45014

図22

図版十四

45015

図22

図版十四

45016

図22

図版十四

45017

園”

図版十四

45018

図22

図版十四

45019

図22

図版十四

45020

図22

図版十匹

4502

図2

図版十匹

45022

図22

図版十匹

45023

図22

図版十五

45024

図22

図版十匹

45025

図22

図版十匹

45026

図22

図版十五

45027

図22

図版十五

45028

図22

図版十五

45029

図22

図版十五

45030

図22

図版十匹

4502

図2

図版十四

T八

(扉

TA

(扉

TA

I

TA

(I)

TA

11

TA

1

TA

(1!

TA

(i;

TB

(：』

TB

(!)

TB

I

TB

(11

'1,B

I1』

TB

(唾

TB

(1)

'1,B

(1)

TB

1

TB

1

TB

(賑

TB

(評

TB

(雁

TB

IiI

TB

1

SX450

SX450

SX45C

SK

P-2

F2

P-2

P-1

P-2

P-3

P､3

P-3

P-4

P-6

P､6

P､6

P-7

P-9

P､9

P-9

P-9

－

上踊

口径：不Iリ

残存商:3.1cii

口径：不Iリ

残存高:2.7cn

口径:30.0cI
残存高I;ii

口径:LIr:

残存商:aOcn

口径:1l.ocn
残存高：6.2c、

口径：不i!
残存高:l.2cii

口径：不I

残存商:3.8cii

口径：不II
残存商:3..SCM

口径：不I

残存高：3.5c、

口経：不Ii.

残存高:1.7cit

口径：不リ

残存商:l-Vii

口径：不I

残存高：5.Sen

口径：不11,
残存商：4.6c、

口径：不II
残存潟4.9“

口径：不il
残存商7,()cn

口後：不iリ
残存商.'Men

口径：不.Ill

残存商3.0ci1

口経：不Iリ

残存陶：3.3c、

1-1径：不Iリ

残存商：2.5m

口径：不I

残存高:3.4cn

底径:I.Ocm
残存高：24CIT

口佳：不Iリ
残存尚2,3cn

口径：不Iリ

残存高2.9m

外反する第1口縁から、皿
直に雛2口縁を立ち上げる

外反する第1口縁から、I
ほ垂直に第2口縁を立ち一
げる

外反する第1口縁から、鋸』
や外傾する第2口縁を立也
上げる第2口縁下端に似
粘土のふくだめを残す

短く外傾して立ち上がる
｢く」の字状口縁で、端而に
は2条の沈線を施す

やや外方に反りながら血世
上がる細頚壷の口縁部

外反する第1口縁から、断面ご
刈形に近い第2口縁を立ち上I
る（大型品）

外反する第1口縁から、知
く外力に第2口縁を立ち一
げる

外反する第1口縁から、億
く第2口緑を立ち上げる

外反する第1口縁から外侭
する第2口縁を立ち上げる

口縁を水平方向に伸ばし
先端をやや垂下させて終え
る‘

外傾して立ち上がる口縁淵
先端を上方につまみ上げる。

外反する第1口縁から短く
外傾ぎみの第2口縁を立漠
上げる

外反する第1口縁から鋪I
口縁を立ち上げる，

外反する第1口縁から、型
直に第2口縁を立ち上げる
(大型で有段口縁）

大型壷の頚部か

外反する第111縁から、伽
<第2口縁を立ち上げる

外反する第1口縁から、I人
傾する第2口縁を立ち上I
る

細頚壷？の口縁部か

外反する第1口縁から、外
傾ぎみに第211緑を立ちI
げる

外反する第1口緑から、率
や外顔ぎみに第2口綜を皿
ち上げる

在地系認の底部《

外反する第lrI緑から、鋪
2口縁を短く外傾ぎみに畝
ち上げる

外反する第1口縁から、弟
2口縁を短く外傾ぎみに正
ち上げる

m111縁内面に列点文をめく
らす

館2口縁外面には斜ハケを熟
す第1口縁内而には横ハケ

11縁部先端をつまみ、柵ナデ
仕上げ‐

第2口縁下端にキザミ．

mzn縁外面は横ナデ仕上げ‘

第1口縁内面に横ハケを残す

第2口縁は斜ハケの後、上蕊
にキザミをめぐらす第1：I
縁内面は俄ハケ

ほぼ水平に近い口縁上面と端
而に櫛状工具による列点文を
施す

鋪1口縁内面に列点文をめく
らす

第2口縁内面に横ナデ

外面には貼付凸帯文と竹符文
や三角形の刺突文をめぐらせ
て加飾する

鋪1口縁内面に櫛ハケを施す‘

第1口緑内面に列点文を施す‘

'二I縁部外面前面に櫛状工鮎さ
よる刺突列点文をめぐらす

鋪2口縁外而に斜ハケ。縮！
11総内面に棚ハケ。

第2口縁は斜ハケの後､枇ナデ

底部中央に穿孔をも一〕

Sfi2II縁外面に斜ハケ。上期
部にキザミをめぐらす

第2口縁内面に検ハケを施す

色I測自lOR6／

胎土；1mm大の石粒を

く含む

焼成：良腐

胎二

焼脳

色潤：5YR5/2

胎土：1mm大までの石

粒を多く含む
焼成：良座

色0淵：7.5YR6/1

胎土'1mm大までのX

粒をやや含む
焼成：良斑

色mL0YR7/:
胎土：石粒粒を含む

焼成：良斑

色調：lOYR8/2

胎土：微石粒を含む

焼成：良斑

色調：7.5YR8／

胎土：1mm大の石粒さ

多く含む

焼成：良f

色調：lOYR8/』

胎土：1mm大までの王

粒を多く含む

焼成：良岱

色調：7.5YR5ノ

胎土-Imm大の石粒を

多く含む

焼成：良斑

色胤

胎ゴ

焼剛

一
・
一
・
輯
脚

Ⅱ色
胎
焼
劃
勤
・
・
二
Ⅲ

色
胎
焼

色捌：5YR7/《I

胎土:15mm大までの正
粒を含：

焼成：良斑

色綱：7.5YR7/‘

胎土：1mm大までの‘『

粒を多く含む
焼成：良開

色,淵：lOYR7／

胎土：1mm大の石粒署

多く含＃
焼成：良撚

色調：7.5YR5／

胎土:1mm大までの:f
粒を多く含む

焼成：良斑

色閥：Z5YR8/；

胎土：1mm大の石粒号

多く含；

焼成：良晦

色M'5YR5/3
胎土:1mm大までの牙．

粒を含；

焼成：良斑

色0淵：7.5YR7“

胎土;Immの石粒を#

<含む

焼成g良妬

色i棚：7.5YR6/：

胎土：1mm大までのｲ言

粒を多く含む
焼成；良輔

色0州：5YR8／

胎・上：lmm大までのｲ盲

粒を多く含む

焼成：良凋

色捌：7.5YR8/』

胎土：1mm大までの'f

粒を多く含む

焼成：良凋

7.5YR6/2

1mm大の石粒咽

夢<含巷

良好

5YR8／

まれに大粒の石揃

を含む

良好

lOYR6/2

微石粒を多く兵一

良好

lOYR8/2

1mm大までの正

粒を多く含む

良好

2.5YR7/‘

imm大のe粒琴

多く含む

良毎

口縁部の畠
若干（摩歯
が著しい

口縁部若呈I

口縁淵

口縁部～＃
･2i

口緑部若引

口織部若二f

口緑部砦二I

口縁部若．
(雄滅が薪
い）

口縁部若干

口縁部若引

｢I縁部1/’
(膿滅が箸
い）

口緑部若子

～頚部（屑
減が蒋しい

｢I縁部1/（
(騰滅が著[
い）

口縁部芳子

体制

l~1織部若斗

口縁部若-．
(摩滅が箸

しい

口縁部若干

11縁部藩干

口縁部若干

脈需

口縁部藩子

口縁部若二『
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図22
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4503〔

図22
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TH

(I)

TB

(11

ベルi、

ベル；

Ilift:イくIリ
競存間3.5cii

口径：不Iリ
残存高；42c汀

外反する鋪i11緑から、擬
〈内傾ぎみに鮒21二I縁を立
ち上げる

外反する第111縁から、膜
傾する第2口縁を立ち上I
ア

QG

第21｣縁の外ifiiを俄ナデしx・
後、波状文をめぐらす．

第2口縁の外面を横ナデの後
波状文？第1口縁の内而壬
横ハケの後、列点文｡

色捌：2.5YR6/6

胎土：微石粒を多く念 I｣織部藩斗
焼成：良伽

色捌：7.5YR7/3

胎土:Imm大までのX

粒を多く含む
口維部若二I

焼成：良＃

石製品(45001s～45011s)

出土した石製品について、実測したものは10点を数える。その内の2点を除いて全てが、遺職検

出時に遺構面から採取されたものである。45001sから45003sは打製石錐、45004sから45006sは磨

製石雛、45007sは破損品であるが石包丁の可能性がある。45()08sは環状石斧の未製品の可能性があ

るもの。45009sは砥石。45010sは石鋸。45011sは写真掲赦のみだが石製品原材の可能性があるもの

である。
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図23第45次調査出土石製品実測図

－27－

45006s

10cm

5010s



実測番長

挿図
写真図M

45001s

図23

図版十五

45002s

図23
図版16

45003s

図23

図版十五

45004s

図23

図版十五

45005s

図23

図版十五

45006s

図23
図版十五

45007s

図23
図版十五

45008’

図23

図版十五

45009s

図23

図版十五

45010s

図23

図版十五

45011’

図版十五

器秘

打製石劉

打製石2

打製石劉

磨製石劉

磨製石3

磨製石鼻

石包丁

環状石斧！

砥石

石鋸

素材

鯛査区 遺稲

TA(1
遺樵検社

面上

TA(I
遺購検出

面上

TA(I
SX4502

b扉

TA(I
遺椛検出
面上

TA(I
遺構検出
面上

TB(I
遺構検出

而上

TB(I P‐8

TB(1
適構検出

面上

TB(I P‐8

TB(I
過柵検出
面上

TAI1
遺柵検出

而上

表6第45次調査出土石製品観察表

層位 石材
長さ

(mm; (mm)

厚そ

(mm

重そ

(9
備考

サヌカイト？ 27i 10. 2.9 1.0 小型有茎の錐

サヌカイ’ 25. 12. 3.9 1.2 小型有茎の錐

サヌカイ 36.1 13.I ...1 2． 凸基有茎の雛

頁捲 35.（ 18． 2.1 1.＄ 平滑に磨かれた右茎の雛

頁岩？ 71.（ 19.f 4.3 平滑に磨かれた有茎の雛

頁賭 61.（ 15.M 3.［ 4.4
丁寧に両側縁を磨かれた有茎頃

頁岩： 50.（ 30.! 3･7 6.1
破損品で全形は不Iﾘ1だが穿孔力

一穴認められる

砂是 107.ビ 94.｛ 14．1 240.7 表裏共に磯而をとどめる未製品

堆祇岩 83.： 20.（ 20.’ 59.（
側面を内湾させる方柱で4而と
もに平滑になっている

紅縦片岩 !21> 35.（ 6.4 42.
両側縁は使用により丸くなっで

いる”

19.〔

(8)小結

今回の調査地からは､2棟の建物跡（壁立式平地建物と掘立柱建物）が検出された。前者(8H4501)

は廃絶したのちに､その上面からさらに弥生時代（Ⅳ様式期の可能性が高い）の溝が切り込んでいて、

集落継続期間の中でも前半期（Ⅳ様式前葉）の可能性が高い。後者(8B4501)については、出土し

た土器からⅣ様式の後半代の建物の可能性が高いと考えられる。さらに、建物や周辺で検出された溝

は南一北、東一西方位にほぼ等しい状況で規制を受けながら掘られていた可能性があ|ﾂ、周辺調査の

際には方位軸を意識して建物配置などを検証していくことが必要である。
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Ⅲ付 章 等高線図からみた埋没遺構の推定予察について

1重要遺跡範囲確認調査

下之郷遺跡の発見から現在までの調査経緯は、第I章で略記したように、環濠集落の範囲や集落内部

の状況が把握されていく経過を軸に記したものである。しかし、遺跡そのものの調査課題や市街化が進

む地域での遺跡保護に関する行政の経過や取り組みについては、触れていない。下之郷遺跡が平成14

年に国の史跡指定を受けるにいたった詳細な経緯は別稿に期すが、それが早期にかなったのは平成9年

度～11年度に実施された都市計画道路建設をめぐっての行政判断によるところが大きかったと考えて

いる。その当時の至上課題は、開発が進み遺跡が虫I喰い状態に破壊されることがないように、史跡指定

を早期に実現することであった。そこで遺跡の全体範囲を正確に把握することが、何よりも緊急な調査

課題であった。

現在では、下之郷遺跡の集落範囲は東西670m、南北460m、面積約25haと広大な面積におよぶと判

断されるようになっているが、平成11年当時の集落範囲は、「乙貞j103～105号(註1)に見られるよ

うに3条環濠で囲まれた東西約330m、南北260m､集落全体でも約7～8ha程度と推定されていた。

そして、その推定範囲を検証するとともに、集落周辺に展開していたであろう墓域や生産域（水田等）

などとセットで弥生人の生活領域把握にあたるよう文化庁から確認調査実施の指導を受けた。平成11

年から着手した範囲確認調査は、遺跡周辺に広がる農地を農閑期に借地して、地下の遺構を平面で確認

し、その分布状態や形状、遺構の広がりを明確にする目的で作業を進めた。下之郷遺跡の場合は特に、

外周をめぐる環濠の位置や集落内部を区画する溝の有無、墓域が近くにあるかどうかなどを調査課題と

した。そこで発掘調査を実施するに先立ち遺構の分布を把握するにあたって、白地図上に既存の調査地

と検出遺構を記入し、遺構がどのように分布しているのか、地形との関係がどのようにあるのかを検討

するために、旧地形復原のための等高線図を作成することとした。それは、とりもなおさず史跡指定範

囲を早期に把握するうえでの合理的な手段の一つと考えたことによる。

2等高線図作成の作業工程

空中写真判読と合わせて等高線図の作成が、遺跡立地や過去の人間活動を推定するうえで有効かつ重

要な作業であることは、これまでに触れられている（注2)。そして等高線図の作成は、明らかにすべき

事象や目的、対象となる遺構、地形の種類や条件によって、そのスケールや精度（間隔）を選択するべ

きであるとされる。守山市域に見られる沖積平野に所在する遺跡の場合、描画する等高線の間隔は、従

来10～20cmのものが多用されてきた。等高線の間隔については、地図に記栽されている標高点（単

点）のばらつき（密度）や精度、間隔によっても利点と欠点がある。等高線の間隔が広ければ、地形の

起伏やイメージが粗く、地下に埋没した自然地形や遺構の状態を計りかねる。逆に、間隔が狭くなると、

情報が過剰になりすぎて、過去の地形が読み取れなくなる。このように等高線図作成の手法には、対象

地域の条件や使用する地図の状態、等高線間隔の選択などによっても利用価値の違う地図が仕上ること

になる。今回の等高線図作成は、先に述べたように環濠周回位置や集落内部の区画溝を把握することに

力点を置いたため、過去に作成した20cm等高線(1/1000～1/2500の地形図を利用したもの）よりも、

さらに細かな間隔の10cm等高線図を作成して、その有効‘性を模索してみることとした。以下に作業工

程を示す。
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①地形図（ベースとする基本図）の選択

地形図の選択に際しては、これまでに各自治体単位で実施された都市計画図作成や区画整理事業な

どで作成された1/1000～1/2500の地形図がある。広域におよぶ等高線図作成にあたる場合は、同一

時期に同一基準で撮影､作成された航空写真や地形測量､編集図をベースにした方がやりやすい。特に

地下の埋没遺構の情報を引き出すためには、区画整理や圃場整備が実施される以前の地形図があれば

好ましい。しかし、図24の10cm等高線図は、従前の地形図からおこしたコンターではない。下之郷

遺跡周辺の水田域は昭和40～50年代にかけて石田川を中心にかなり地形が改変された可能性がある

ため、今回は昭和36年5月に国土地理院が撮影した1/10.()()()(原縮尺）の航空写真（垂直）を解析し

標高点を求めて実施することとした。

②標高検索

既存の地形図を利用するならば、地図上（田面）に任意で記入された標高値を基に等高線図を作成

するのであるが、今回は航空写真から標高を求めるため、航空写真測量会社に依頼し、lOmメッシュ

交点の標高値をコンピューターで解析し、単点とした。ただし等高線を描くにあたっては、いくつか

の前提がある。一つは解析に使用した航空写真と現地形を重ねるための基準となる点を定めること、

もう一つは、航空写真が撮影された昭和36年当時の写真には、現地で測量された水準点の情報が無

いため、写真と現況を比較したうえで改変が無かった可能性の高い地点を複数照準させ、その点を基

準に単点を数値化するものとした。

③手作業（ハンドメイド）による等高線図作成

遺跡周辺地域の10mメッシュの標高単点を基にして、今度は手作業で10cm等高線を描くことと

した。また、使用した航空写真と単点の位置を比較し、路面や家屋の地点から取得した標高ではなく、

田面から得た単点であることを確認する。もし、田面からの標高でない可能性のある単点であれば、

あらかじめ削除していた方が作業に誤りが少ない。

④地形図や遺構図と重ねる

出来上がったコンターラインを、マイラーシートなどに縮小して焼付け、同じ縮尺の現況地形図に

重ね合わせる。重ね合わせるには､等高線（コンター）図で基準にした単点と航空写真の位置（単点｝

と現況地図（単点）を重ねて整合させる。

以上、①～④の工程を経て等高線図（図24）を作成した。

3等高線図と検出された遺構の比較

出来上がった等高線図と、これまでに検出された遺構を平而図に重ねてみると、いくつかの興味深

い点に気がつく。一つは、環濠集落域の外側にある微高地とその土地利用。一つは、3条環濠の周回位

置とさらに外側の大溝（環濠）の位置。もう一つは、集落内部の方形区画の問題である。一つめに挙げ

た微高地は、図24のA1地点、A2地点およびB1地点、B2地点、B3地点等をさす。A1地点は、

昭和59年に行われた中世城郭分布調査で、小字「古城」の地名が残っていたことから遺跡としてあつ

かわれるようになった播磨田城遺跡の'位置にあたる。平成10年度からはじまった発掘調査で、地表下

60～100cm下位からL3世紀から15世紀にかけての遺構が見つかっている。地形発達史上で間題なのは、

中世遺構の検出面から現地表面（発掘調査直前）までの包含層が、いつ、どういう事情で形成されたの

か、その理由が判然としない点である。一つの考え方として、河川活動と人為によって形成された中洲
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内の癌地（微高地）か自然堤防の一種が想定可能である。また、A2地点については、平成元年以降に

実施された播磨田町区画整理事業と都市計画道路建設の際に発見されている下之郷遺跡の大溝（最北東

端の環濠）の位置と重なっており、環濠が埋没して以降にさらに土砂が供給され、高まりをなしたもの

ではないかと思われる。つまり、このA地点については弥生時代中期より以降、新しい時期に土砂が溜

まり、周辺より小高い場所が出来上がった可能性が高いと考える。同じような高まりは、規模や成因は

異なるかもしれないが、環濠集落の西方B1地点、B2地点、B3地点でも認められる。いずれも発掘

調査が行われていないため、地下にどのような遺構があるのか判然としないが、B1地点の北東隣地に

ついては方形周瀧墓（弥生時代中期）が検出されており、周辺一帯も含めて墓域が広がっている可能性

があるため、今後も要注意である。

二つめの問題である3条環濠とその外側に掘られた環濠の位置についてであるが､集落東端や北東端、

南西端の部分で3条環濠の周回位置と作成した等高線図の凹凸が重なる部分が認められる（第25次、

第29次、第33次、第39次調査など)。さらに3条環濠の外側を見ていくと、東側においては地図中①、

②、③、④、⑤など等高線が低く延びている場所が認められ、これらの地点では発掘調査を実施してい

ないが､環濠や大溝､旧河道が埋もれている可能性がある。同じような場所として環濠集落南西側にも⑥、

⑦などが挙げられる。今後の調査で溝の有無が確認できるものと考えている。また、①と②に挟まれた

場所や②と③に挟まれた場所、④の西北側については、細長く延びる若干の高まりが見られるが、これ

らが土塁の残骸である可能性が無いか注意を惹くところである。

そして3つめの問題は、集落内部の方形区画溝の問題である。平成11年度に実施した集落内部の発

掘調査（第27次）で､南北に伸びる深さ約1mの区画溝と直角に折れ曲る区画溝が検出され､それに沿っ

た掘立柱建物が検出されたため、D1地点周辺が、弥生時代中期の集落の中枢施設（内郭）ではないか

と想定した。図24の等高線図は､その直後に作成したものだが(注3)､この地図は､その後の中心地域（方

形区画）の調査にあたって重要な役割を担うこととなった。環濠集落の中央部で検出されたいわゆる南

北溝（第27次）の位置に凹地を示す等高線が南北に描き出され（⑩)、そこから約80mの間隔をおい

た西側にも南北に伸びる凹地（⑧）とその北端が直角に折れ曲がり東に伸びるL字状の凹地（⑨）が描

画され、四角く囲まれた地域が集落内部に浮かび上がってきたからである。この10cm等高線図に現れ

た南北、東西に伸びる方形の地割のようなものが何を示しているのか。それが環濠集落内部で認められ

ている方形区画や内郭に相当するもの(註4）なのか、を目的に確認調査が平成12年以降進められるこ

ととなった。確認調査は、第40次調査による⑧識の延長上一分を横断するトレンチ調査（註5）に始

まるが､この調査では判然としなかったため､44次調査で③溝のコーナー部分を広げてみることとした。

結果は本書の第Ⅱ章に記したように、明確に区画溝とは判定できないまでも東西に伸びる溝があること

が確認された。そしてその溝の南に長大なSB4401が棟を南北に向けて建てられている様子が明らかに

なった。丸い環濠の中に四角形（方形）の内郭というモデル的な様相は明確に出来ないまでも、方形区

画溝の北辺の可能性を持つ溝が確認されたため、さらに平成16年には東側隣地(55次調査）の調査を

実施した。その結果、東に伸びる区画満は延伸していることが判明したが、それよりも周辺一帯が掘立

柱建物を配置した小区画によって計画的に編成された小区画群が発見された。その結果、モデル形態と

は異なった集落空間の様相となってきている。内部空間C、D地点の調査は現在も続けられているが、

遺構の密度は非常に調密で、建物の建て替えや切り合い関係も数次に及んでいるため、建物や小区画溝

の配置、そして、その空間の拡がりや変遷究明の調査が今後要求される。
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4等高線図の活用と確認調査

弥生時代の環濠集落、下之郷遺跡の調査を事例に、重要遺跡の範囲確認調査を目的意識をもって進め

るにあたり、等高線図作成と埋没遺構の比較という手法を紹介した。旧地形の復原や地下に埋没した遺

榊の把握にあたっては、昭和36年の航空写真を基にして、当時の地表而の起伏を等高線図から復原し、

弥生時代の遺構の所在地を類推し、予察図を作成するなどして作業仮説を組み立て、それを検証する意

味での現地発掘調査を進めている。

等高線図の活用は、これまでにも先行研究と広域にわたる遺跡の分布調査における有効性が指摘され

てきているが(註6)、今回作成した等高線図においても環濠の周回位置の推定線が、現地の環濠位置と

重なり合う部分が看取できた。また、環濠集落の東半では、これまでの発掘調査で検出されていない環

濠が、3条の環濠よりさらに外側で数条見つかってくることが予想できる。この予想の蓋然‘性は、等高

線図の作成だけでなく、空中写真を併用して地形面観察をすればさらに環濠や旧河道の位置を推定しや

すくなるだろう。

このように見てくると遺跡を発掘する以前の予備調査として、現地形而の観察や地形図解読が大切で

あることがわかる。そして、その情報源となる古い地形図や航空写真は歴史復原資料として重要である

ことが領ける。しかし、現今の市町村合併や行政組織内部での機織改革、等において、これらの資料が

散逸し、安易に廃棄されている。失われていく地形図や航空写真なども埋蔵文化財調査にとって重要な

財産であることを再認識しながら筆をおきたい。

註1）「乙貞jは、守山市立埋蔵文化財センターが発掘調査の成果を速報的に公開、啓発するために

発行している機関誌で、昭和55年から刊行。

註2）高橋学2003『平野の環境考古学』古今書院

註3）川畑和弘2000「下之郷遺跡確認調査の成果（平成11年度)」I乙貞』第109号

註4）武末純一1998「弥生環溝集落と都市」『古代史の論点3都市と工業と流通』小学館

註5）2006『下之郷遺跡確認調査報告書Ⅲ』守山市教育委員会

註6）高橋学1989「野洲川下流域平野の地形環境分析Ⅱ」

『昭和63年度中主町内遺跡分布調査（Ⅱ）概要報告書』中主町教育委員会

追記）守山市域における遺跡周辺の古環境復原手法や等高線図作成の事例については、拙稿2005

「景観復原」『守山市誌考古編』がある。合わせて参照いただきたい。
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